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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の本体操作部に設けられ、挿入部の先端に開口する吸引口からの吸引通路と、吸引
源装置からの吸引源側通路とが接続されて、この吸引源側通路と前記吸引通路との間を連
通・遮断するように切り換える内視鏡の吸引弁装置において、
　前記本体操作部に装着され、前記吸引通路を接続した弁ケーシングと、
　前記弁ケーシングに対して着脱可能な弁ガイド部材と、この弁ガイド部材内に設けられ
、前記弁ケーシングの軸線方向に摺動可能な弁体と、この弁体を押動操作する操作ボタン
と、前記弁ガイド部材から側方に延在され、前記吸引源側通路が着脱可能に連結される接
続パイプとを有する弁ユニットとからなり、
　前記弁ユニットは前記弁ケーシングに対して回転可能に装着される
構成としたことを特徴とする内視鏡の吸引弁装置。
【請求項２】
前記弁ケーシングの内面に円環状のストッパ突条が形成され、前記弁ガイド部材には、前
記弁ケーシングの端面と当接する規制壁と、この弁ケーシングの外面から突出する円環状
の係止凸部とが設けられ、この係止凸部が前記弁ケーシングのストッパ突条を乗り越えて
、この係止凸部と前記規制壁との間で前記ストッパ突条を挟持するようにして前記弁ユニ
ットが前記弁ケーシングに固定的に保持される構成としたことを特徴とする請求項１記載
の内視鏡の吸引弁装置。
【請求項３】
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前記弁体が前記吸引源側通路と前記吸引通路とを接続する状態に切り換わったときに形成
され、その間の流路の断面積は、その全長にわたって、少なくとも前記吸引通路の通路断
面積と同じかそれより大きくなる構成としたことを特徴とする請求項１または請求項２記
載の内視鏡の吸引弁装置。
【請求項４】
前記本体操作部には通気アダプタへの接続部を突出させて設けた通気コネクタが装着され
、この通気コネクタは、前記弁ユニットのいずれかの回転位置で前記接続パイプと干渉可
能な位置に配設されており、前記通気コネクタを前記本体操作部の軸回りに対して回転可
能としたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の吸引弁装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に設けられ、体内汚物や体液等を吸引除去するための内視鏡吸引機構
を構成する吸引装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、本体操作部に挿入部を連結して設けたものからなり、挿入部は被検者の体内
に挿入されて、所定の部位の検査や処置等を行うことができるようになっている。この内
視鏡による検査や処置等を行うに当って、観察視野を良好にするために吸引機構が設けら
れている。従って、体内汚物や血液その他の体液が充満して、十分な観察視野が得られな
いときには、吸引機構を操作することによって、それらを吸引除去できるようになってい
る。通常、吸引経路としては、鉗子等の処置具を挿通するための処置具挿通チャンネルが
利用されるが、独立の吸引通路を挿入部に設けることもできる。いずれにしろ、本体操作
部には吸引バルブとその操作部材とから構成される吸引装置が装着されている。吸引装置
を構成する吸引バルブには吸引源装置に接続した吸引源側通路が接続されており、必要な
ときに操作部材をマニュアル操作することによって、必要なだけの吸引を行うことができ
るようになる。
【０００３】
　ところで、前述した吸引操作を行うと、吸引経路、つまり処置具挿通チャンネルを含む
吸引通路及び吸引バルブの内部、さらには吸引源側通路の内面が汚損されることになる。
従って、この内視鏡を再使用する際には、予め吸引経路の洗浄及び消毒を行わなければな
らない。処置具挿通チャンネルそれに連なる吸引通路及び吸引源側通路は、いずれも管路
であることから、比較的容易に洗浄することができる。しかしながら、吸引バルブは吸引
通路と吸引源側通路との間を連通・遮断する機構であり、従って複雑な通路構成となって
いるので、本体操作部に装着したままでは完全な洗浄を行うのは非常に困難である。
【０００４】
　以上の点を勘案して、洗浄性の良好な構成とした吸引バルブが、例えば特許文献１に開
示されている。この特許文献１では、本体操作部に弁ケーシングが固定的に装着されてお
り、この弁ケーシング内にスリーブと、弁体及び操作ボタンを設けた弁ユニットを着脱可
能に装着する構成としている。そして、弁ケーシングには吸引通路が接続されており、ま
た弁ユニット側には、具体的にはそのスリーブに吸引源側通路を構成する可撓性チューブ
を接続するための口金となる接続パイプが一体に設けられている。そして、スリーブの端
部にはゴム等の弾性部材からなるシール部材が連結して設けられ、弁ケーシングを装着し
たときには、このシール部材が弁体と弁ケーシングとの間に挟持されるようになっており
、これによって弁ユニットが弁ケーシングに対して位置ずれしたり、逸脱したりせず、安
定的に保持される。しかも、弁ユニットが装着される部位は、本体操作部における高低差
のある部位となっており、これによって弁ユニットは本体操作部に対しても固定的に保持
されている。
【特許文献１】特許第３４７６９５９号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、弁ユニットに設けられる接続パイプには吸引源側通路を構成する可撓性チュ
ーブが着脱可能に接続されるようになっており、しかも接続状態で安定した状態に保持さ
れ、みだりに脱落しないように固定する必要がある。このために、接続パイプはかなり長
尺のパイプ材から構成され、本体操作部から側方に延在させるようにしている。従って、
この接続パイプの延在方向によっては、本体操作部を把持して操作する際に、接続パイプ
及びそれから延在させた可撓性チューブが邪魔になって内視鏡の操作性が悪くなることが
あるといった問題点がある。
【０００６】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、吸引源側
通路及び弁ユニットに着脱可能に接続される接続パイプが本体操作部を把持して行う際に
邪魔にならないようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した目的を達成するために、本発明は、内視鏡の本体操作部に設けられ、挿入部の
先端に開口する吸引口からの吸引通路と、吸引源装置からの吸引源側通路とが接続されて
、この吸引源側通路と前記吸引通路との間を連通・遮断するように切り換える内視鏡の吸
引弁装置であって、前記本体操作部に装着され、前記吸引通路を接続した弁ケーシングと
、前記弁ケーシングに対して着脱可能な弁ガイド部材と、この弁ガイド部材内に設けられ
、前記弁ケーシングの軸線方向に摺動可能な弁体と、この弁体を押動操作する操作ボタン
と、前記弁ガイド部材から側方に延在され、前記吸引源側通路が着脱可能に連結される接
続パイプとを有する弁ユニットとからなり、前記弁ユニットは前記弁ケーシングに対して
回転可能に装着される構成としたことをその特徴とするものである。
【０００８】
　吸引通路と吸引源側通路との間を連通・遮断する吸引弁装置は、吸引通路と吸引源側通
路との連通が遮断されているときに、この吸引源側通路に対する負圧吸引力を作用させな
いようにするが、このためには吸引源との間を遮断するか、吸引源側通路を大気に開放す
る構成とすることができる。この通路の連通・遮断を行う弁体は弁ガイド部材にガイドさ
れて、弁ケーシング内をその軸線方向に摺動するが、この操作は本体操作部を把持する手
の指で行うことができるようにしている。操作ボタンはこのために設けられるが、操作ボ
タンは弁体と一体に設けることができ、またそれぞれ別部材で構成することもできる。操
作ボタンと弁体とを別部材で構成する場合には、それらを相対回転不能に連結する構成と
するのが望ましい。接続パイプは弁ガイド部材から側方に延在させて設けるが、この接続
パイプは弁ガイド部材と一体に設けるか、または弁ガイド部材とは別部材で構成して、こ
の弁ガイド部材に連結して固定する。そして、本体操作部を操作する際に接続パイプが邪
魔にならないようにするために、この接続パイプは本体操作部の筐体からあまり突出しな
いように、できるだけ本体操作部の表面に沿うように延在させる。
弁ガイド部材は弁ケーシングに着脱可能に固定されるが、この固定方式の一例としては、
弁ケーシング内面における端部近傍位置に円環状のストッパ突条を形成するようになし、
弁ガイド部材には、弁ケーシングの端面と当接する規制壁と、この弁ケーシングの外面か
ら突出する円環状の係止凸部とを設ける構成とする。そして、弁ガイド部材の係止凸部が
弁ケーシングのストッパ突条をスナップアクション作用により乗り越え可能とする。そし
て、弁ケーシングの係止凸部と前記規制壁との間で弁ガイド部材のストッパ突条を挟持す
るようにして弁ユニットを弁ケーシングに固定的に保持させるようにする。
【０００９】
　弁ガイド部材は弁ケーシングに対して回転するが、どの回転位置に配置したとしても、
弁体が吸引源側通路と吸引通路とを接続する状態に切り換わったときに、その間の流路の
断面積は、その全長にわたって、つまり吸引通路への接続部から吸引源側通路への接続部
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までの間は、少なくとも吸引通路の通路断面積と同じかそれより大きくなる設定する。こ
れによって、接続パイプを回転させたときに、どの回転位置でも同じ吸引能力が発揮する
ことになる。
【００１０】
　本体操作部には通気コネクタを装着することができる。ここで、通気コネクタは加圧空
気を内視鏡の内部に供給して、気密漏れの有無を検出するためのものである。本体操作部
に通気コネクタを設けることができる。この通気コネクタは通気アダプタの空気配管に着
脱可能に接続される接続部が本体操作部の表面から突出するようにして設けられるが、そ
の位置は本体操作部における把持部から離れた位置とする。好ましくは、吸引弁装置の装
着位置より基端側に配置する。吸引弁装置の接続パイプは、その回転位置によっては、通
気コネクタと干渉する可能性のある位置となることがある。そのために、通気コネクタを
本体操作部の軸回りに対して回転可能な構成とすることによって、弁ガイド部材を弁ケー
シングに対して回転させる際に、通気コネクタを本体操作部に対して回転させて、弁ガイ
ド部材から突出している接続パイプを避けた位置に変位させることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　吸引源側通路及び弁ユニットに着脱可能に接続される接続パイプを、本体操作部を把持
する手の邪魔にならない方向に移動させることができ、内視鏡の操作性が良好になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の
吸引機構の概略構成を示す。図中において、内視鏡１は、本体操作部２と挿入部３とから
大略構成されるものである。挿入部３には鉗子等の処置具を挿通するための処置具挿通チ
ャンネル４が設けられており、この処置具挿通チャンネル４は、挿入部３の先端部に吸引
口として開口しており、他端は本体操作部２において、処置具導入部５として開口してい
る。そして、この処置具導入部５には、処置具を挿通する時以外は鉗子栓６により密閉さ
れている。
【００１３】
　前述した処置具挿通チャンネル４は、また吸引経路としても活用されるものであって、
処置具挿通チャンネル４は本体操作部２内で吸引通路１１に分岐している。そして、この
吸引通路１１は吸引バルブとその操作手段とからなる吸引弁装置１０に接続されている。
吸引弁装置１０には吸引源側通路１２接続されており、この吸引源側通路１２の他端は吸
引源装置（図示せず）に接続されている。従って、吸引弁装置１０は、吸引源側通路１２
を大気に連通させるか、吸引通路１１に接続させるかの切換制御を行うためのものであり
、この切換制御は、本体操作部２を把持する手の指で行われる。
【００１４】
　この内視鏡１は、図２及び図３に示したように、本体操作部２の後端部に接眼部７が設
けられており、この接眼部７に接眼することによって、体内像を観察できるようになる。
また、体内に向けて照明光を照射する必要があるが、このために内視鏡１にはライトガイ
ドが内蔵されている。そして、内視鏡１には外付けのライトガイド軟性部８が着脱可能に
接続されるようになっており、このために本体操作部２にはライトガイド接続部９が設け
られている。なお、内視鏡１における観察手段としては、体腔内の光学像を接眼部７に導
いて、術者はこの接眼部７に接眼することにより観察する光学式内視鏡だけでなく、挿入
部３の先端に設けた対物レンズの結像位置に固体撮像素子を配設した電子内視鏡として構
成することもできるのはいうまでもない。
【００１５】
　次に、図４乃至図６に吸引弁装置１０の具体的構成を示す。ここで、図４は弁ユニット
を弁ケーシングから取り外した状態を示し、図５は吸引弁装置１０の吸引停止状態、図６
は吸引作動状態をそれぞれ示している。
【００１６】
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　これらの図において、本体操作部２の筐体１３には吸引弁装置１０の弁ケーシング１４
が装着されており、この弁ケーシング１４は筐体１３に固定的に設けられている。弁ケー
シング１４の下端部（ここで、以下の説明においては、筐体１３の内部側を下方乃至下部
側とし、筐体１３から突出する側を上方乃至上部側とする）には吸引通路１１が接続され
ている。そして、弁ケーシング１４の内面部には内向きに突出する段差部が形成されてい
る。この段差は軸線方向に所定の長さを有する摺動面部１４ａを構成するものであり、弁
ケーシング１４は、後述する弁部２２によって、摺動面部１４ａより下部側の第１のチャ
ンバ１５と上部側の第２のチャンバ１６とに区画形成される。また、摺動面部１４ａにお
ける第１のチャンバ１５側への移行部はテーパ部１４ｂとなっている。なお、１７は弁ケ
ーシング１４の外周面と筐体１３との間に介装されたシール部材である。
【００１７】
　弁ケーシング１４内には、弁ガイド部材１８及び弁体１９が装着されている。弁ガイド
部材１８は、弁ケーシング１４内において、第２のチャンバ１６側に概略密嵌状態にして
挿嵌されており、この弁ガイド部材１８と弁ケーシング１４との間にはシール部材２０が
介装されている。また、弁体１９は、弁ガイド部材１８内に挿通されており、弁ガイド部
材１８の内面には、この弁体１９を弁ガイド部材１８の軸線方向に向けて直進的にガイド
するガイド面１８ａが形成されている。そして、弁ガイド部材１８におけるガイド面１８
ａより上部位置であって、筐体１３の外部に位置する部位には接続パイプ２１が装着され
ており、この接続パイプ２１は吸引源側通路１２の一部を構成している。
【００１８】
　弁ガイド部材１８に挿入ガイドされた弁体１９は、弁ガイド部材１８のガイド面１８ａ
に摺動するようにガイドされる本体軸１９ａを有し、この本体軸１９ａの下端部には延長
部１９ｂが連設されており、この延長部１９ｂは、一度細径化した上で、さらにその下部
位置を太径化させており、この太径化した部位には円環状の取付溝１９ｃが形成されてい
る。そして、この取付溝１９ｃには、リング状の弾性部材からなる弁部２２が装着されて
いる。この弁部２２は弁ケーシング１４に設けた摺動面部１４ａに対して摺接するように
なっている。
【００１９】
　本体軸１９aには連通路２３が軸線方向に向けて所定長さ分だけ形成されており、また
本体軸１９aの外周面と弁ガイド部材１８の内周面におけるガイド面１８ａを形成した部
位より上部側には円環状通路２４が形成されている。そして、吸引源側通路１２の一部を
構成する接続パイプ２１はこの円環状通路２４に臨んでおり、また弁体１９の本体軸１９
aに設けた連通路２３はこの円環状通路２４に常時開口している。
【００２０】
　弁体１９の上部には、ガイド部材１７の上端部より突出して、大径化された操作ボタン
部１９ｄとなっている。そして、この操作ボタン部１９ｄには弾性筒部材２５の天蓋部２
５ａが連結して設けられている。また、弾性筒部材２５はスカート部２５ｂを有し、この
スカート部２５ｂは弁ガイド部材１８の上部位置に連結されている。この弾性筒部材２５
のスカート部２５ｂは圧縮が可能であり、圧縮方向の力を解除すると、筒状となるように
弾性復元するものである。ここで、スカート部２５ｂを圧縮する際には、常に一定の位置
を境として、外向きに折れ曲がるようになる。さらに、弾性筒部材２５のスカート部２５
ｂには大気に連通する開口部２６が形成されている。
【００２１】
　弁体１９の操作ボタン部１９ｄは吸引弁装置１０の操作部材を構成し、また弾性筒部材
２５は開弁状態から閉弁方向に付勢する付勢手段を構成している。そして、弁体１９の操
作ボタン部１９ｄは手指等で押圧可能となっており、これによって吸引弁装置１０の切り
換え操作が行われる。　
【００２２】
　以上のように、弁ガイド部材１８と弁体１９とは弾性筒部材２５を介して連結されてお
り、また弁ガイド部材１８には接続パイプ２１が接続されている。これらによって弁ユニ
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ット２７が構成され、この弁ユニット２７は、その弁ガイド部材１８が本体操作部２の筐
体１３に固定的に設けた弁ケーシング１４に着脱可能に装着されている。そして、弁ガイ
ド部材１８にはフランジ部を形成することにより規制壁２８が形成されており、またこの
規制壁２８の下方部位には円環状の係止凸部２９が設けられている。一方、弁ケーシング
１４には、その先端面１４ｃから僅かに下方位置の内周面に円環状のストッパ突条３０が
設けられており、このストッパ突条３０の内径は弁ガイド部材１８の係止凸部２９の外径
より僅かに大きくなっている。
【００２３】
　従って、図４に矢印で示したように、弁ユニット２７における弁ガイド部材１８を弁ケ
ーシング１４に強力に押し込むと、係止凸部２９がストッパ突条３０を乗り越えるように
して嵌合し、この弁ガイド部材１８の規制壁２８が弁ケーシング１４の先端面と当接する
。このときには、係止凸部２９と規制壁２８とによってストッパ突条３０を挟持するよう
になる結果、弁ガイド部材１８を含む弁ユニット２７は弁ケーシング１４に対して容易に
は抜け出さないように固定される。この固定状態では、弁ガイド部材１８は弁ケーシング
１４に対して軸回りに回転可能となる。また、弁ガイド部材１８を強制的に引き抜くこと
によって、この弁ガイド部材１８を含む弁ユニット２７は弁ケーシング１４から分離でき
ることになる。
【００２４】
　前述のようにして本体操作部２に吸引弁装置１０を構成する弁ユニット２７が弁ケーシ
ング１４に装着されるが、この装着状態で接続パイプ２１に吸引源側通路１２を構成する
可撓性チューブ３１が接続される。ここで、吸引弁装置１０は、常時には、図５に示した
ように、その弁体１９が弾性筒部材２５の作用によって、弁ガイド部材１８に沿って引き
上げられており、このときには、弾性筒部材２５の開口部２６が開いており、吸引源側通
路１２を構成する可撓性チューブ３１は、弁体１９の本体軸１９ａの外周面と弁ガイド部
材１８の内周面との間に形成した円環状通路２４及び弾性筒部材２５の内部を介して、開
口部２６から大気と連通する状態となっている。これが吸引停止状態である。
【００２５】
　図５に示した吸引停止状態では、弁体１９に設けた弁部２２は、弁ケーシング１４の摺
動面部１４ａと当接している。また、弁ケーシング１４に対して弁ガイド部材１８は軸線
方向において、所定の長さ分が面接触しており、さらに弁体１９はこの弁ガイド部材１８
に対して軸線方向に所定の長さ面接触している。そして、弁部２２の外径と摺動面部１４
ａの内径との径差によって、弾性部材からなる弁部２２が撓められた状態になり、その間
は気密性が確保される。その結果、弁ケーシング１４内において、吸引通路１１に通じて
いる第１のチャンバ１５と吸引源側通路１２と連通している第２のチャンバ１６との間が
遮断される。従って、吸引通路１１及び処置具挿通チャンネル４に負圧吸引力が作用する
ことはない。
【００２６】
　体内から吸引を行うには、弁体１９における操作ボタン部１９ｄを手指で押動する。こ
れによって、弁体１９は弁ケーシング１４内に設けたガイド部材１７に沿って摺動するこ
とになり、その結果、図６に示したように、弾性筒部材２５におけるスカート部２５ｂが
折れ曲がるように圧縮され、天蓋部２５ａが弁ガイド部材１８の先端に形成した当接面１
８ｂと当接する。これによって、吸引源側通路１２と大気との連通が遮断される。また、
弁体１９は弁ガイド部材１８のガイド面１８ａに沿って下降し、この弁体１９の延在部１
９ｂに設けた取付溝１９ｃに装着した弁部２２が弁ケーシング１４の摺動面部１４ａに沿
って摺動して、この摺動面部１４ａから離脱する。
【００２７】
　これによって吸引作動状態に切り換わり、吸引通路１１が接続されている第１のチャン
バ１５が吸引源側通路１２に通じている第２のチャンバ１６と連通して、吸引通路１１の
内部に負圧吸引力が作用して、処置具挿通チャンネル４から体内汚物や体液等の吸引が行
われる。このときに、弁ケーシング１４と弁ガイド部材１８との間にはシール部材２０が
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介在して、その間が気密状態となっており、また前述したように開口部２６も閉鎖されて
いるので、外気からの吸い込みが発生することがなく、吸引通路１１における負圧吸引力
が低下することはない。
【００２８】
　再び吸引を停止するには、弁体１９の操作ボタン部１９ｄに作用させている押圧力を解
除する。弾性筒部材２５は弾性復元力を有するものであるから、この弾性復元力によって
弁体１９が引き上げられることになる。その結果、弁体１９の延在部１９ｂにおける取付
溝１９ｃに装着した弁部２２が弁ケーシング１４のテーパ部１４ｂから摺動面部１４ａに
乗り上げることになり、弁部２２がこの摺動面部１４ａと当接して第１のチャンバ１５と
第２のチャンバ１６との間の連通が遮断される閉弁状態に復帰する。
【００２９】
　体内からの吸引を行うと、吸引経路が汚損されることになり、使用後にはこの吸引経路
を洗浄及び消毒しなければならない。このために、弁ガイド部材１８及び弁体１９を含む
弁ユニット２７を取り外す（図４の状態）。ただし、弁ケーシング１４は本体操作部２の
筐体１３に固定したままで保持される。弁ケーシング１４における第２のチャンバ１６は
大径の空間からなり、摺動面部１４ａで縮径された上で、この摺動面部１４ａの内部より
広い第１のチャンバ１５に至るが、この弁ケーシング１４の内部は直進状態となっている
ので、ブラシを挿入する等によって、容易に、しかも確実に洗浄及び消毒をすることがで
きる。また、接続パイプ２１，弁ガイド部材１８及び弁体１９を含む弁ユニット２７は、
独立に洗浄及び消毒するか、若しくは使用後は廃棄して、新たな組立体を装着することも
できる。
【００３０】
　ここで、内視鏡１を操作する術者は、その本体操作部２において、処置具導入部５を設
けた位置より後部側を把持する。一方、吸引弁装置１０の装着位置は、術者による本体操
作部２の把持位置より後部側となっている。つまり、本体操作部２の把持位置は処置具導
入部５と吸引弁装置１０の装着位置との間である。
【００３１】
　吸引弁装置１０には接続パイプ２１が設けられ、この接続パイプ２１に吸引源からの可
撓性チューブ３１が接続されている。これら接続パイプ２１及び可撓性チューブ３１は、
内視鏡を操作する術者の持ち方等によっては、例えば左手で把持するか、右手で把持する
か等によっては、望ましい導出方向が異なってくる。例えば、本体操作部２の左方に導出
した方が操作し易い場合があり、また右方に導出した方が操作し易い場合もあり、さらに
本体操作部２の軸線と直交する方向に導出した方が望ましいこともあり、斜め後方または
前方に導出する方が好まれることもあり、さらに導出角度も術者の個性や好み等により多
少異なってくる。
【００３２】
　このために、内視鏡１の操作性の観点から、接続パイプ２１及びそれに連結した可撓性
チューブ３１は、その方向乃至位置調整できるようにするのが好ましい。弁ユニット２７
は、接続パイプ２１が設けられている弁ガイド部材１８が弁ケーシング１４に対して、こ
の弁ケーシング１４の軸回りに回転可能となっている。しかも、弁ガイド部材１８におい
て、回転機能を発揮する係止凸部２９より下方の位置にこの弁ガイド部材１８と弁ケーシ
ング１４との間をシールするシール部材２０が設けられており、第２のチャンバ１６の内
部は密閉状態に保持されている。従って、図２に矢印で示したように、可撓性チューブ３
１を接続した接続パイプ２１を任意の方向に向けることによって、内視鏡を操作する術者
にとって邪魔にならないように方向調整することができる。
【００３３】
　そして、弁ガイド部材１８と共に弁体１９を弁ケーシング１４の軸回りに回転させたと
きにも、吸引作動状態としたときに、吸引弁装置１０の内部における流路断面積が変化し
ないようになし、かつ少なくとも吸引通路１１の流路断面積より大きくする必要がある。
まず、接続パイプ２１の内径を吸引通路１１の内径と同じものとする。そして、図６にお
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いて、弁体１９の弁部２２の外径と弁ケーシング１４の第１のチャンバ１５の内径との径
差（Ａで示した位置）、弁体１９の延長部１７ｂの外径と弁ケーシング１４の摺動面部１
４ａの内径との径差（Ｂで示した位置）、弁体１９の本体軸１９ａの外径と弁ガイド部材
１８のガイド面１８ａの内径との径差（Ｃで示した位置）及び連通路２３の開口径（Ｄで
示した位置）を適宜設定することによって、これらの各部位の流路断面積を吸引通路１１
の流路断面積より大きくする。ただし、吸引弁装置１０の小型化、コンパクト化のために
、前述した各部位の流路断面積をあまり大きくする必要はなく、要は全経路の流路断面積
が吸引通路１１の流路断面積より僅かでも大きくしておけば良い。そして、接続パイプ２
１の方向を変えるために回転させると、弁ガイド部材１８及び弁体１９も一体に回転する
ことになるので、前述した流路断面積は変化することはない。
【００３４】
　ところで、本実施の形態における内視鏡１は、ライトガイド軟性部８は本体操作部２に
設けたライトガイド接続部９に対して着脱可能な構成となっている。内視鏡は内部が気密
構造となっていなければならず、この気密性を確認するために、気密漏れ検査を行える構
成としている。ライトガイド軟性部が本体操作部と一体的に設けられている場合には、こ
のライトガイド軟性部に気密漏れの検査を行うための通気コネクタを設けるのが一般的で
ある。しかしながら、本実施の形態の内視鏡１はライトガイド軟性部８が本体操作部２に
対して着脱式になっているので、このライトガイド軟性部８に通気コネクタを設けても、
本体操作部２及び挿入部３の内部における気密漏れの有無を検査できない。
【００３５】
　以上のことから、本体操作部２に通気コネクタ３２を設けている。この通気コネクタ３
２は、図２及び図３からも明らかなように、吸引弁装置１０の装着部と接眼部７との間の
位置に設けられている。図７に本体操作部２における通気コネクタ３２の装着部の断面を
示す。この図から明らかなように、本体操作部２の内部には接眼部７にイメージガイド３
４を導くためのガイド筒３３が設けられている。そして、本体操作部２側からは、このガ
イド筒３３の外周部に筐体１３が延在されており、また接眼部７側からは連結リング３５
が延在されており、これら筐体１３の端部と連結リング３５の端部との間にコネクタ取付
筒３６が介装されており、このコネクタ取付筒３６は接眼部７側から挿入されて、ガイド
筒３３に螺合したストッパリング３７により軸線方向に移動しないように保持され、かつ
軸回りに回転可能となっている。そして、コネクタ取付筒３６の内面と筐体１３の端部外
面及びストッパリング３７の外面との間にシール部材３８が設けられている。通気コネク
タ３２はこのコネクタ取付筒３６に装着した段付きパイプ状の部材であって、内部に通路
が形成されている。この通路は常時においては閉鎖状態となり、通気アダプタを接続した
ときに開く開閉弁が設けられている。なお、通気コネクタ３２及び通気アダプタの構成は
従来から周知であるので、その図示及び説明は省略する。
【００３６】
　以上のように、通気コネクタ３２は通気アダプタの空気配管と接続される関係から、コ
ネクタ取付筒３６から大きく突出している。従って、この通気コネクタ３２の位置によっ
ては、吸引弁装置１０の接続コネクタ２１と干渉するおそれがある。しかしながら、前述
したように、通気コネクタ３２が装着されているコネクタ取付筒３６は回転可能となって
いるので、接続パイプ１２を図３に仮想線で示した方向に回転させたときには、この通気
コネクタ３２を図３の矢印方向に回転させることによって、接続コネクタ２１との干渉を
避けることができる。ここで、通気コネクタ３２は気密漏れ検査時だけに使用されるもの
であって、通常の内視鏡使用時には通気コネクタ３２は不要であるために、接続コネクタ
２１を避けるように移動させても全く支障を来たすことはない。一方、気密漏れ検査を行
う際は、通気コネクタ３２は使用されるが、接続コネクタ２１はどの位置にあっても差し
支えないので、コネクタ取付筒３６を適宜回転させて、通気コネクタ３２を通気アダプタ
と接続しやすい位置となし、接続コネクタ２１が邪魔になるようであれば、この接続コネ
クタ２１を回転させて、通気コネクタ３２を避けるようにすれば良い。
【図面の簡単な説明】
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【００３７】
【図１】一般的な内視鏡の吸引機構の構成を示す説明図である。
【図２】本発明の実施の一形態を示す内視鏡の本体操作部を示す平面図である。
【図３】図２の正面図である。
【図４】吸引弁装置を分解して示す断面図である。
【図５】吸引弁装置の吸引停止状態での断面図である。
【図６】吸引弁装置の吸引作動状態での断面図である。
【図７】本体操作部に設けた通気コネクタの構成を示す要部断面図である。
【符号の説明】
【００３８】
１　内視鏡　　　　　　　　２　本体操作部
３　挿入部　　　　　　　　５　処置具挿通チャンネル
１１　吸引通路　　　　　　１２　吸引源側通路
１３　筐体　　　　　　　　１４　弁ケーシング
１４ａ　摺動面部　　　　　１５　第１のチャンバ
１６　第２のチャンバ　　　１８　弁ガイド部材
１８ａ　ガイド面　　　　　１９　弁体
２１　接続パイプ　　　　　２２　弁部
２３　連通路　　　　　　　２４　円環状通路
２７　弁ユニット　　　　　２８　規制壁
２９　係止凸部　　　　　　３０　ストッパ突条
３１　可撓性チューブ　　　３２　通気コネクタ
３３　ガイド筒　　　　　　３５　コネクタ取付筒

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：当可拆卸地连接到抽吸源侧通道和阀单元的连接管夹紧
并操作主体操作部分时阻塞。 解决方案：吸入阀装置10的阀单元27可拆
卸地安装在固定设置在主体操作单元2的壳体13上的阀壳14和阀引导构件
18上。环形锁定突起29设置在限制壁28的下部。阀壳14设置有环形止动
突起30和止动突起30的内径。稍微大于阀引导构件18的接合凸部29的外
径。连接管21和柔性管31连接到连接管21和阀引导构件18以及阀体19以
及阀壳14的轴线它可以旋转。 点域5
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